「20世紀と昭和の歴史」　　　立花隆教授　　　　＊印　筆者(辻野長)独感
第8回　2009・6・4（木）＜時事＞・世界最大の企業ＧＭ破綻・薬事法の省令改正の適用でコンビニで薬を買うことが出来るシステム始まる
　　　　　　　　　　　　　　・足利事件、冤罪で釈放・県警謝罪・日本サッカー、ウズベクを破り４回連ワールドカップ出場決める
＜時代背景＞黒船来航

幕末の日本に1853年（嘉永六年）米国のフィルモア大統領の親書(国書)を携えて

ペリーが江戸湾浦賀に来航。日米和親条約の締結を江戸幕府に迫った。

（当時、幕府、薩摩、長州それに天皇の朝廷・・と一体どこの権力と、どこが日本の真の
代表、正式な政権かは明確に理解していなかった節もあるが）。
ペリーは太平洋を横断してきた・・・と思いがちであるが、航路は大西洋をケープタウン

を経由しインド洋を通りセイロン(現スリランカ)、香港、そして沖縄（琉球王国）に上陸。
出発以来6カ月の航路であった。この頃にはフィルモア大統領は失脚してピアース大統領

に政権は変わっていた。小笠原諸島にも探検に行っている。

沖縄には長期滞在で、首里城にまで侵攻し国王に親書を渡し開国を迫った。
当時、琉球王国は中国と薩摩の半分ずつの統治体制にあった。

＜19世紀　米国の自動車Ｔ型フォードの大量生産がもたらした機械文明の発展＞

1．20世紀はアメリカの世紀（機械による大量生産による武器や自動車の革命的進歩）
　大量生産とは・・・・ベルトコンベア（工場のラインによる生産体制）、ねじ、旋盤な

部品製作の精度が上がり、短い時間で大量の、同じもの同じ性能のものを作り出すこと。

これにより、ライフル銃など精度が高い武器などが大量に生産可能になり、外交の
戦力的威圧と破壊力に画期的な進歩をもたらし、後の世界制覇につながっていく。
1853年のロンドンで開催された「第1回万国博覧会」に出展された「ライフル銃」

は、バラバラの部品（ビス、ネジなど）をその場で短時間のうちにすぐさま完成させ

６丁のライフル銃を見物者たちの面前で（デモンストレーッション）作り上げ、来場者
ならずとも各国に、驚きを与えた。

機械の大量生産の進歩は・・・
 部品を製作する機械いわゆる工作機械の成功が部品の正確さ、精度を確実にし、

この時点からアメリカの貿易、産業、軍事の優越性が頭をもたげてきたのである。

英国はアメリカよりフライス盤など５０台の工作機械を購入せざるを得ない状況だ　
った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊日本は得意げに「もの作り大国・日本」などと言ってはいるが、工作機械など近代的

もの作りの国はアメリカが先輩であるように思う。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
2．現代のアメリカを映し出しての比較検証
a.「Ｔ型フォード」の大量生産をきっかけに「機械文明の先端を一世紀の間走ってきた」

アメリカ。ベルトコンベア→トランスファーマシン→エレクトロニクス→

オートメイション化等など「工作機械」がもたらした、技術の向上が文明の発展、武器

の優越性などを、米国が決定的に優位に立った。ファクトリーオートメーッション時代、
その結果の世界の冠たる国「アメリカ合衆国」の完成を見た。

その、世界の冠たる時代も、2009年のサブプライムローン問題をきっかけに経済危機を

契機として長年の世界一の座の危機が迫ってきていることが露呈してきた。
金融資本主義(マネー資本主義)の破綻で、アメリカ中心の世界が急速に変貌しつつある。
オバマ新大統領の決断による、アメリカを支えてきた基幹自動車産業の最大手「ゼネラ
ルモータース・ＧＭ」の破綻、クライスラー社など、「ビッグ３」の衰退が、現在のアメ
リカの現状を露呈してきた。さらにはリーマンブラザースの倒産ＡＩＧ保険への資本注
入など、バブル金融資産主義の崩壊を目の当たりにする現在の状況である事は言うまで
もない。

ＧＭの歴史を辿れば、同形車種の大量生産フォード社とは異なって「多品種車種」の戦
略だった。キャデラック、ビュイック等の「豊かなアメリカ」「アメリカンドリーム」の
象徴的な自動車の生産販売だった。アメリカ人のステイタスの象徴として「キャデラッ
ク」があった。

そのＧＭが2009年5月に破綻状態に。米国国家が株式を所有し、「New GM」の再生を

オバマ大統領は不況の底割れに対する政策を打ち出した。

＊日本のホンダ、トヨタ、三菱など早期から研究開発していて、これに呼応して「ハイ
ブリッド・カー」を売り出し始めている。

　低燃費、化石燃料の危機に対する当然の技術開発であるし、世界環境や地球温暖化を

　くそまじめに唱えるならば、当然で、それでも遅れたスタートの様に思える。

　アメリカビッグ３はガソリン垂れ流しの「アメ車」にこだわり、「環境に優しい車」を
製造研究することを怠っていた？と言われるが・・・？

あたかもアメリカ自動車産業は「環境にいい車の研究開発、生産を怠ってきた」かの
ように、よく言われる。
アポロ11号やスペースシャトルを作る技術を持っているアメリカが本当に出来な
かったのだろうか？

アメリカのもう一方の財閥メジャーの石油会社が低燃費車を作られては「石油の
大量消費」をして欲しい資本・石油メジャーとビッグ３の暗黙の共同戦略の呼吸が
永年あったのでは？・・と考えるのはゲスの勘ぐりだろうか。　
アメリカの宇宙開発の技術持てばもっと早く無公害低燃費の車のコンセプト位は持て
たはずであると思うが。ＴＴ独感　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
b.ビッグ3の現在までの危機に至る内情
　フォード、クライスラー、ＧＭのビッグ３の労働者の時給は70ドル（現在の円換算で

　時給7000円）の高額である。

　米国現地の日本の自動車工場（トヨタなど）は時給45ドル（4500円）。

日本車の「2倍の自給・人件費」。

この生産コスト生産力の競争力を単純比較しえ見ても、日本車には市場では勝てない。

その上、ユニオン（労働組合）の強いアメリカでの退職後の社会保障費、退職者への

手厚い年金が、経営の圧迫、再建への大きな一因であろう。

{閑話休題っぽく・・・・}
2.日本の江戸時代の鎖国時代に世界で起きていたこと
　前回のおさらいでもあるが、鎖国時代には西洋では「世界の大変貌時代」である。

　欧州ではフランス革命、産業革命が推し進められていた。

　鎖国前の小田信長の頃は西洋文明を大いに取り入れ、その一つの武器「種子島・鉄砲」

　が、強敵の武田信玄の軍勢をも、近代化の銃・種子島で武田軍を撃破して、天下統一

の足がかりを作った。
鎖国時代も西洋文明については、ごく少数の日本人には情勢、情報は入っていた。

では、「鎖国政策」はなぜ？始まったか？

それのきっかけは、「島原の乱」以降である（これは切支丹天草四郎時貞の乱であるが）
「島原の乱」は文明、思想に及ぶ反勢力の反乱で、一時は幕府を圧迫する位の出来事

であった。

この乱の鎮圧後、鎖国政策がとられた。

3．米国憲法に少しふれる
　アメリカの憲法は「人権宣言」による「言論の自由」を基盤にしている。

　第一条「立法権は議会にあり」

だが　面白いのは最優先される第一条に「修正第一条項」（信教、言論、出版等の自由）が付加されていて、アメリカ議会では、「修正条項」が優先される。
修正条項2条に「人民の武装権（武器の保有権）」が明記されていて、現代まで続く

アメリカの「銃社会」の基礎をなしている。
注・・日本では豊臣秀吉の「刀狩り」の時以来、人民の武装は禁じられている。
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4．ＤＶＤで満州等の記録フィルムを見ての講義                              
　a.1920年代の上海。蒋介石のクーデターの頃、列強国が介入し、「上海事変」が起きる。　
　この日本でよく使われる「事変」は当然、戦争の事であるが、国際「不戦条約」にのっとっているので「戦争」（war）とは表現出来なかった。「事変」（incident）
 　南満州鉄道、の奉天（現在の瀋陽）には、23万人に及ぶ日本人が住んでいて、その
鉄道警護と住民の治安維持の名目で「関東軍」が駐在していた。

「関東軍」の語源はもちろん日本の関東地方の意味では無く奉天辺り一帯が関東地域

であることが「関東軍」の名前の由来である。

＊石原莞爾の立案による「満蒙領有計画」の実行の時代でしょう。

関東軍がシナリオを描き実施されたと言われる、この上海事変は、日本国内では
「満州某重大事件」とされた。

しかし、昭和天皇が、この「謀略」に怒りを持った昭和天皇が激怒し、当時の首相であった、田中義一総理大臣を、かなりこっぴどく叱咤した。
その後、田中義一内閣はすぐさま総辞職せざるを得なかった。

b.満州の国連（国際連盟）による、調査団の派遣
リットン調査団の調査の結果、

満州国皇帝・溥儀（映画ラストエンペラーその人）の日本軍による擁立は疑問であり

日本の「傀儡政権」である事の実態を国連に報告し、日本の立場は悪くなる。
注（復習）・・「大東亜共栄圏」イコール「世界のエンペラー・天皇」の皇国思想であり、

中国大陸・満州に「伊勢神宮の分社」を沢山作っていった。宗教思想的な角度からの

占領政策を推進していった。
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5.アドルフ・ヒトラーの出現とファシズム、ファッショの台頭

ヒトラーの総統の就任と同時期に米国フランクリン・ルーズベルト大統領が就任。
Ｆ・ルーズベルトの「ニューディール政策」は当初効果を発することが出来ず、国内で

暴動が起き、共産主義者の抵抗や農村地方の悲劇が起きていた。

これはジョン・スタインベックの原作をジョンフォード監督、主演ヘンリー・フォンダ
で映画化した名作で（1939年封切）その悲惨さや実情が描かれている。

このころには、米国でもナチ党が生まれ、イタリアではムッソリーニが台頭、

英国でもモズリー率いる「英ファシスト連盟」の結成などのファッショが世界的に台頭

してきた時期でもあった。

a. ヒトラーの広報、映像作戦について

ヒトラーは国民の心を掌握する方法として「ヴィジュアル」いわゆる「映像・プロパガンダ」による洗脳方法、団結方法に長けていて、宣伝大臣まで設けゲッベルスを
任命し、「彼の演説」「群衆の一体感、ハイル・ヒトラー！！！」など、数十台のフィルムカメラを設置して、さらに編集演出して、これを国内に発信していった。

彼の時代に国威をかけて行われた「ベルリンオリンピック」の映像はオリンピック映画としては世界初で世界に発信された。

あの日本人女性水泳の金メダルのシーンは日本でも有名である。

「マエハタガンバレ、マエハタ、前畑、前畑、ガンバレ、ガンバレ」のあの有名な

実況アナウンスは何度か今でも皆さんは見たことがあるはずだ。

　

b. ヒトラーの功績？実績

機械工業化に力を入れ、世界の名スポーツカーのデザイナー設計者ポルシェに、

現在でもヒット商品の車「フォルクスワーゲン」の制作を発注し大量生産に乗せた。

当時のドイツの課題は第一次世界大戦の後の大不況国民の貧困からの脱出のため、

公共事業にも力を入れ、高速道路「アウトバーン」の建設を行い、多くの雇用を創出して貧困からの脱出を図った。

＊「アウトバーン」は単なる高速道路の先駆け・・・というだけでなく、

　ベルリンを取り巻く周辺に侵略からの防御として「軍事道路」に活用、戦車や軍用

　が車がいざ！という時の為の「要塞道路」（万里の長城？）としても作られたと聞いたことがある。もちろん「アウトバーン」は戦闘機の滑走路にも使用できる位の
　丈夫な道路であったという。ＴＴ独感
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　c.ヒトラー政権は、武力や流血による政権奪取でなく、「合法的政権」

　　ナチス（国家社会主義）は貧困からの脱出を掲げて、あの理想憲法ともいわれる
　「ワイマール憲法」の下、選挙で合法的に、ヒットラーは当選して、総統にまでのし上がった「合法的に生まれた独裁政権」である。

　＊95％の支持率という驚異的な支持で誕生したのが、あの「モンスター・ヒトラー」。
　　日本でも近年、（笑っちゃう様な）高支持率で旋風を起こして単なる1法案の為に解散
総選挙を断行して、その時の選挙の議席数をもって、1法案以外の他の法案を次々成立可決して、現代日本の歪（ひずみ）を作った政治家もいた。　ＴＴ独感
d.ナチスの迫害にあってドイツから流出した頭脳
  ナチスユダヤ人の弾圧によって優秀な頭脳が外国、主にアメリカへ亡命し、ドイツから

　多くの頭脳が流出。　

作家トーマス・マンはスイスへ、アインシュタインは米国へ、

歌「リリー・マルレーン」でも有名なマリーネ・デートリッヒは米国へ移住、

原子爆弾の設計者オッペンハイマー博士・・・・と頭脳流出が後の文明の主役となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第8回講義終わり　
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